
し
て
い
た
か
もナ
ゾ

の一
つ
だ

。
徳
m

書
記
長

は
二
十
八

年
、

北
京
で
死
亡

し

た
こ
と
が二
年
後

に
発
表

さ
れ

た
が

、

伊
藤
氏
に
つ
い
て
は

「
徳
田

氏
同
僚
死

亡
し
た
ら
し
い」
と
の
う
わ
3
が
伺
ぽ

か
流
れ

た
。

「一伊
藤
氏
が
スパ
イ
容
疑
で
査
問

さ
1

プ
の一
人
で

あ
る
ア
メ
リ
カ

共
産

党
男

だ
っ
た
が

、
ス
パ
イ
で

は
な

か
っ

日
本
共
産

党
は
こ
十
八

年
九
月
二
十

れ
た
い
さ
3

つ
は

、
当

時
私
は
モ

ス
ク
員
北
林
ト

モ
の
名
前

を
漏

ら
し

、
こ
れ

た」
と
否
定

し
て
い
る

。

一
日
付

の
「
ア
カ
ハ
タ」
で

伊
膝
氏

の

ワ
に
い
た
た
め
直
径

知
ら
な

い
。

た
が
事
件
摘
発

の
き
っ
か
け

に
な
っ
た

、

真
相

は
い
ず
れ
に

｜
。

伊
藤
氏
自
身

除
名
処

分を
発
表

し
た

。
理
由
は
ゾ
ル

だ
、

ゾ
ル
ゲ
事
件
で
党
員
か

い
もづ
る
と
袴
田

氏
は
い
う
わ
け

だ
。

の
・

釈
明・
が
待

た
れ

る
と
こ
ろ
だ

。
ゲ
事
件
な
ど

に
絡
む
「

スパ
イ

容註

～
式

に
検
挙
3
れ

る
き
っ
か
け

と
な
っ
た

だ
が

、
スパ
イ
説

を
真
っ
向

か
ら
否

長
い
冬

の
時
代

の
終
幕

1 0
終
戦

と
だ
っ
た

。

供
述

を
伊
藤
氏
が
特
別
高
等
警
察
（
特
定
す

る
関
係
者

も
い
る

。
戦
争

を
は
さ
同

時
に

、
日
本
共
産

党
は
公
然
活
動

に

当
時、
共
産

党
は
非
合
法
活
動

の
武

高）
に
し
て
い
た
疑

い
が
あ
る」

。

ん
で
伊
藤
氏
と
と
も
に
｛易宿
動

に
携
わ
入
っ
た

。
伊
藤
氏
は
徳
田
球一

書記
長
装
闘
争

が
失

敗に
終
わ

り
、

党
内
抗
争

先
日
本
共
産
党副
委

員
長・
持
田
里
っ
た
労
働
運
動
研
究
所
代
表

理
事

、
長

に
目

を
か
け

ら
れ

、
党
内

で
「
徳
図
書

が
激
化

し
て
い
た

。
病
気

が
ち

の
徳問

見
氏
（
五
十
三

年
除
名
処

分）
の
証
言
谷
川
浩
氏（七三）
HZ一十

六
年
離

党
H

も
記
長

の
ふ

と
こ
ろ
刀」

と
う
わ

さ
d
れ
一
書
記
長

の
カ
も
弱
ま

っ
て
い
た

。
か
っ

弓
昭
和
十
六

年発覚
し
た

「
ゾ
ル
ゲ
そ

の一
人

。
長
谷
川

氏
に
よ
る
と

「
伊
た

。

て
共
産
量

だ
っ
た
作
家・
商

竪窓口

事
件」
で
は
三
十
三
人

が
検
挙セ」
れ

、
藤
氏
は
十
四

年
秋

に
も
滋補
さ
れ

て
い

レ
か
し

、
朝
鮮
戦
争

が
ぽ
っ
発

し
た
氏
は

「
伊
藤
氏
は
こ
の
党
内
抗
争

の
ス

ゾ
ル
ゲ

と一

崎秀実氏
が
死
刑

、
五
人

る
が

、
私
が
逮
捕
3
れ

た
の
が
十
五

年l
二
十
五

年
、

党
は
再
び
冬

の
時
代

に
。

ケ
ー

プ・
コ
1
ト

（
い
け

に
え）
だ
つ

が
獄

中
で
死
ん

だ
。

六
月

。
伊
藤
氏
が
本
当

に
ス
パ
イ
な
マ
ツ

カ
l
サ
ー

に
よ
る

レ
ッ
ド

パ
l

ジ
た」
と
み

る
。

岐凸阜
県
瑞
浪
市
生
ま
れ

。
秀
才

の
う
ら

、
私
た
ち

の
こ
と
は
す
ぐ
わ

か
っ
た
で

、
共
産

党
は
公
然
活
動

を
禁
止
d

「
視
力

、
聴
力

の
衰
え

と
歩
行
間

わ
さ
が
高

く
、一

高
に
入
学

し
て
間

も
は
ず

。
当

時
の
治
安
当
局

が
半

年
以
上
れ

、
伊
藤
氏
を
は

じ
め
徳
田
球一

、
野
難」

と
い
う
伊
藤
氏
が

、
ど
う証
言
す

な
く
共
産
青

年
問
題
事
替周
長

に
。

し
も
泳

が
せ

て
お

く
と
は
考

え
ら
れ
な
坂
参＝一

、
長
谷川
浩 、

志

望盛男
、

春
る
か
注
目

さ
れ

る
。

か
し

、
派
手
な
活
動

が
も
と
で
放
校
処

い」
と
そ

の
根
拠

を
挙
げ

る
。

臼
正一

、
紺
野

与
次
郎

、
竹

中
恒
三

「
帰
っ
て
き
て
も
もう
な

に
もで
き

分。
そ

の
後何
回

か
逮
捕
さ
れ

、
ゾ
ル

そ
し
て

「
スパ
イ
説

は
共
産

党
が
除
郎

、
松

本＝一
益

の
九

氏
が一
斉

に
地
下
な

い
だ
ろ
う
が

、
日
本
共
産

党
に
と
っ

ゲ
事
件
当

時
も
共
産

党
再
建
準
備
運
動
名

の
た
め

に
で
っ
ち
上
げ

た
口
突ι
彼

に
滞
っ
た

。
こ
の
う
ち
徳
田

、
伊
藤
両

て
は
しゃ
べ

ら
れ

た
ら
困

る
と
い
う
こ

に
絡
ん
で

、
特
高

の
厳

し
い
取

り
調べ

は
党
内
抗
争

の
犠
牲
者

だ」
と
擁
護
す

氏
は
中
国
に
密
航

し
た
こ
と
が
後

に
判

と
は
あ
る
で

しょ
う
ね」

。
伊
藤
隆・

を
受
け

た
。

こ
の際
ゾ
ル
ゲ
事
件
グ
ル

る
。

伊
藤
氏
の
取

り
調べ

に
当

た
っ
た
明
す

る
が

、
そ

の
脱

出
ル

l
ト

や
時
期
東
大
助
教
授
（
近
代

日
本
政
治
史）

il

llli－
－Illl

一万
特
高

の
宮
下
弘

氏（七九）
も
「

伊
藤
氏
は
い
ま
な
お
ナ
ゾ

だ
。

は
、

今
後

の
影
響

を
こ
う
諮
っ
て
い

多

多

務

2
》

ゑ

テ

後
初ゆ一

は
目

か
与

に
抜
け

る
よ
う
有
口
な

三
十

年
問

、
中
国
で
ど
ん
な
語

を
る

。

4
2

Z

多
Zル
グ
p，
m

yF
判
例

後一

係
に
新

た
な一
石

が
投
じ

ら
れ

た
と
い
め

、
伊
藤
氏
の
生
存

は
共
産

党
史
上

子
土
配配

闘
争

時
代

、

Il
lli－－IlllIlli－－－ll・

Illi－－t

う
問
題

だ
。

キ
換

え
る
こ
と
に
も
な
うっ

。
伊
藤
氏
徳
国
民
や
野
坂
参
三

氏
に
重
用
さ
れ

・
最
後

の
大
物・

は
生

き
て
い
た
を
果

た
し
て
い
た
の
か
著

し
て
欲

し

中
関
係
に

第
二
百
妻
美
良
部

、
撃
が
日
本
の
革命
運動

の
暗
部
や
撃
に
て

、
短
期
間
で

党
の
最
高
幹
部
ま

で
の

10
伊
藤
律
氏
の
生存

が二
十
三

日
、

ぃ
。

な
か
で

も
ゾ
ル
ゲ
事
件

が一
番

知

が
「

伊
藤証
言」
で

え
ぐ

り
出
さ
れ

る
つ
い
て
な

に
を
書
ぎ
残

し
て
い
る
か

、
し
上

が
っ
た
が

、
党
に
重
大
な
損
害

を

中
国
政
府
議

に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
り
た
い

。
同
事
件
摘
発

の
端
緒

と
な
っ

た
な一
石

ー

可
能
性

が
あ
り

、
共
産
党
に
と
っ
て
は
非
常
に
興
味

の
あ
る
と
こ
ろ
だ

。
もし
与
え
た
人
物

だ
。

北
京

時
代
主

に
野

た
。

徳
田
球一・
共
産

党
書
記
長
（
当

た
の
は

、
伊
藤
氏
が
特
高

に
ゾ
ル
ゲ
組

語
大
教
授
中
嶋
嶺
雄
氏
（
国
致
命

的
な
事
件

に
な

り
か
ね
な

い
、

と
ま

だ
だ
っ
た
ら

、
生
存
確
認

を
契
機
坂

氏
に
取

り
λ

る
な
ど
要
領

が
よ
く

、

時）
ら
八
幹
部

と
と
も
に
地
下

に
潜
織
団

の一
一員

の
動
ぎ

を
供
述

し
た
か
ら

一）
の
話
ひょ

と
し
た
ら
と
い
う
こ
と
だ

。
伊
藤
律
氏
は
失
脚
当

に
、

こ
れ

か
ら
な

に
室窃
ぎ
残
す

か
だ
い
や
な
男

だ
っ
た

。
い
ま
3

ら
伊拙

っ
て
以
来一一一
十

年
ぶ
り
の
生
存
確
認

だ
と
い
わ
れ

て
い
る

。
後

は
本
当

に
ゾ

v
ま

し
た
が

、
事
実
で
し
た
時

、
「

宮
本
路
線」

の
共
産

党
か
ら
ろ
う

。

、

、

が
出
て
ぎ

て
も、
私
は
無

関
係
だ

。

完

ル
ゲ
組
織
田
嘉
っ
た
の
か

、
売
っ
て

一
史

の
大ニ
ュ
ー

ス
で
す
ね

。
「

スパ
イ

分
子」

と
さ
れ

、
そ

の
私
生

党
に
重
大
な
損

地
下
努付後
ど

の
よ
う
な
ル

l
ト

で
い
な

い
の
か

。
も
し売

っ
た
の
な

ら
、

は
中
国へ
行

き
、

北
京

の
日
活
ま
で
暴

か
れ

た
。

伊
滋

氏
が
「
懇

の

：

・
ー

中
国
語
入

し
た
の
か

、
そ

の
後
空

襲
に
か

、
そ
れ

と
も
知
宇

に
認し

ゃ
特
派

員
詣

ら
な

い
迎
賓
根
源」

と
さ
れ

て
き

た
日
本
章

党
の

害 、
い
ま
さ
ら ・

：

活
は

ー
な
ど
ナ
ゾ

に
包
ま
れ

た
部

分は
た
こ
と
が
端
緒

と
な
っ
た
の
か

。
そ

の

っ
た
の
で
す

が
、

そ
こ
に
中
戦
後
史

は
再
び

洗
い
値

さ
れ

る
可
能
性

袴
田
里
見・
元
共
産
党
副
委
員
長

の

い
ま
な
お
多

い
。

し
か
し

、
轡ノ付
九
幹

部
の
う
ち

の
最
後

の一
人
で

あ
る
同

氏

は
日
本
共
産

党
の
裏
面
史

の
カ
ギ

を
湿

る
人
物
で
も
あ
り

、
生
存
確
認

のニ
ュ

ー
ス
は
関
係
者

に
大

き
な
衝
撃

を
与
え

て
い
る

。
同

氏
に
詳

し
い
人

た
ち

に
聞

い
た

。
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その証言注目を集める

昭
和二
十
五

年
、

治
安
当
局

の
追
及

を
逃

が
れ

、
中
国
に
潜
伏

し
た一万
日
本
共
産

党
幹
部・

伊
藤
律
氏
が
二
十
三

日
、

北
京
で
生
存

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
d
れ

た
。

戦
前

、・
戦
後

を
通
じ
左
翼
運
動

の
指
導

に
当

た
っ
た
同

氏
の
突

然
の
出
現

に
、

関
係
者

は
驚
ぎ

の
色

を
隠

さ
な

い
。

だ
が

、
ゾ
ル
ゲ
事
件

の
ス
パ
イ
説
な
ど
暗

い
過
去

に
加

え
、

潜

行
の
足
取

り
な
ど
同

氏
の
周
辺
は

い
ま
な
おベ
l

ル
に
包
ま
れ

た
ま
ま

だ
。

関
係
者

の
証
言

を
中
心

に
同

氏
の
ナ
ゾ

の
部

分に
ス
ポ
ッ
ト

を
当

て
た

。

「
ゾ
ル
ゲ
事
件」

証一マ一口
が
欲
し
い

へ
ん

を
ぜ
ひ

と
も
聞

き
た
い

。
弁
明
も

含
め

て
は
っ
き
り
し
て
欲

し
い
と
思

－つ
。

評
論
家
尾
崎
秀
樹
氏
の
話
伊
藤
徐

ま
た
戦
後

に
も、
共
産

党
幹
部

と
し

氏
の
生
存
説

は
こ
れ
ま
で
五

分五
分
て
米
占
領

時
代

に
G
H
Q
（
連
合
軍
最

で
、

死
ん

だ
と
い
う
確
誌

も
な

か
っ
高
司
令
部）

と
交
渉

を
し
て
お

り
、

昭

た
。

私
自
身

は
生
ぎ

て
い
る
可
能
性
和二
十

！＝一十
年
代

の
共
産

党
史

を
よ

が
あ
る
と一
っ
て
い
た
の
で

、
伊
藤
氏
く

知
っ
て
い
る
立
場
に
あ
っ
た

。
こ
れ

の
生
存

が
確
認
芯
れ
で

も
衝
撃

は
な

ら
も
含
め

て
歴
史

の
わ

か
ら
な

い
部

分

ぃ
。

を彼
の
証
雷
で
埋
め

て
欲

し
い

。

彼
が
生

き
て
い
る
以
上
ぜ
ひ
臼

本
に

【
注】
尾
崎秀
樹

氏
は
ゾ
ル
ゲ
事
件

帰
っ
て

、
戦
前

、
戦

中
、

戦
後

の
共
産

に
連
座

し
て
処
刑

さ
れ

た
尾
崎
秀
実

氏

党
運
動

の
中
で
彼

が
ど
の

よ
う
な
役割

の
実
務

。

欲と本の宇土 思律障用外い国
しし共共会伊い氏さし交るにヰ毒薬富農産存主号天草是主
主雲与努雪量示主主さ窓会ぷ
願の国スニ 存 たし 。 、 当知年

う古とクつ が 。たこ今時 つも
だ傷のlあ与 らのも 、たい
ろを関プるえ とこ手中 。て
う洗係tこ 。る 私と1事国中震

。いでよ第国 はかく政国用
日出 、 つ一際 ずら生府のさ
中し中ては的 つ伊活が 革 れ
関て国日こ 、 と藤保重命て
鍛闘由しはは ろをが
型竺諒き芸寵喜 換 共言明宅
九 敗藤との氏家ぷ 百字＝ てきぶ れ氏全党がい〆L尼五 欲た
に 去 が党員党い刀、，出， し
『 つ志えだをだ Vノ.7L F い 伊
あ 露 呈 示ζ宮も可史 ！ ぷ震
自 宅雲弓町民主能書l 妄 富弓 あと除びつの μト� I 持分
とろの名った話 Iヱ U l ちの

もう権のくと l が弁
含とカ理りき私 l あ明

話
伊
藤
氏
と
は
終
戦
直
後

の
二
十一

年
ご

ろ
知
り
合
っ
た

。
し
か
し

、
伊
藤

買
が
中
国へ
逃
亡

し
た
時
の
状
況
や

ス

パ
イ
容
疑
で
査
問

さ
れ

た
い
き
さ
つ

は
、

当
時、
私
は
モ

ス
ク
ワ

に
い
た
た

め
、

直
接

知
ら
な

い
。

た
だ

、
ゾ
ル
ゲ

事
件
で

党
員
が
イ
モ
づ
る式

に
検
挙

さ

れ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
供
述

を
伊
藤

氏
が
特
別
高
等
警
察
（
特
高）

に
し
て

い
子
涙

い
が
あ
る

。
私
が
統
制
委
議
長

当
時、
問
題

に
し
よ
う
と
し
た
が

、
徳

田
球一

氏
に
阻
ま
れ

、
北
陸
地
方
委

員

会
に
左
遣

さ
れ

て
果

た
せ
な
か
っ
た

。

発
表
の
間
違
い

ぜ
ひ
はっ
ぎ
り

戦
前

、
伊

藤
律
氏
を
調べ
た
特
別
高

等
警
察
（
特
高）

の
宮
下
弘
氏（七九）
の

話
伊
藤
氏
の
生
存

が
確
認
さ
れ

た
ん

で
す

か
。

そ
れ

は
す
ご

い
。

伊
藤
氏
は

スパ
イ

だ
と
さ
れ

て
共
産

党
を
除
名
3

れ
た
が

、
そ

の
理
由
に
「
宮
下

に
使
わ

れ
た」
と
党
は
発
表

し
た

。
私
は
こ
の

発
表

は
間
違

い
で
あ
り

、
当

時か
ら
伊

藤
氏
怯

ス
パ
イ
で
な

い
と
信
じ

て
い

た
。

伊
藤
氏
の
生
存
で

、
私
が
正

し
い

か
除
名

が
正

し
い
か

、
ぜ
ひ

は
っ
き

り

さ
せ

て
ほ

し
い

。
そ

う
い
う
点

か
ら
言

っ
て

も、
生
き

て
い
て
本
当

に
よ
か
っ

た
。除

名
前

の
伊
藤
氏
は
目

か
ら
鼻

に
該

け
る
よ
う
な
利
口
な
田円

だ
っ
た

。
党

の

リ
ト

ダ
ー

と
し
て
組
織
力

が
あ
り

、
政

治
力

も
あ
っ
た

。
さ
ら
に
人
間
的

に
も

魅力
的
で

、
右

、
左

は
関
係
な

く
人

を

引
き
つ
け

る
カ
を
持っ
て
い
る
人
物

だ

っ
た

。

伊藤律氏の生存確認-驚く関係者たち


